
大曲・鷹巣道路整備促進フォーラム／市長ダイアリー 秋の叙勲・危険業務従事者叙勲

米澤　一さん

　
地
域
高
規
格
道
路
大
曲
・
鷹
巣
道
路
整

備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
10
月
21
日
に
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
約
５
０
０
人
の
参
加

者
が
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
早
期
整
備
の
必
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。 

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
急
こ
う
配
や
カ
ー
ブ

が
多
く
、
豪
雨
災
害
や
雪
害
に
よ
る
通
行

規
制
が
た
び
た
び
発
生
す
る
、
国
道
１
０

５
号
大
曲
・
鷹
巣
間
の
整
備
の
必
要
性
を

声
高
く
関
係
機
関
に
発
信
し
、
早
期
の
事

業
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
北
秋
田
市
や
大

仙
市
な
ど
５
市
町
村
で
組
織
す
る
同
道
路

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
・
門
脇
光

浩
仙
北
市
長
）
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
始
め
に
開
催
地
を
代
表
し
津
谷
市
長
が

「
大
曲
・
鷹
巣
道
路
の
整
備
は
、
災
害
の

対
応
強
化
だ
け
で
な
く
、
地
域
間
交
流
の

促
進
や
観
光
、
産
業
の
振
興
、
救
急
医
療

圏
の
拡
大
な
ど
か
ら
も
非
常
に
重
要
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
同
期
成
同
盟
会
会
長

の
門
脇
仙
北
市
長
が
「
整
備
に
よ
り
、
物

流
と
人
の
交
流
が
加
速
し
、
多
く
の
可
能

性
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
堀
井
啓

一
副
知
事
は
「
一
日
も
早
い
着
手
に
向
け

て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
長

の
濱
田
純
氏
が
「
秋
田
内
陸
の
北
と
南
を

つ
な
ぐ
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
基
調

講
演
。
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
秋
田
経
済
研
究
所
長

の
松
渕
秀
和
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

市
商
工
会
専
務
理
事
の
佐
藤
康
弘
氏
、
田

沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟
会
長
の
佐
藤
和
志

氏
、
ホ
テ
ル
フ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ナ
ー
の
菊
地

純
子
氏
、
秋
田
県
建
設
部
長
の
石
黒
亙
氏

の
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
「
秋
田
の
ど
真

ん
中
を
貫
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
意

見
交
換
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
阿
仁
か
ら
め

節
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
曲
・
鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

早
期
整
備
の
必
要
性
を
声
高
く

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲早期整備の重要性を確認したパネル
ディスカッション

關　多悦さん

－消防功労－
（上杉・72歳）

－消防功労－
（桂坂・72歳）
庄司林兵衛さん

旭
日
双
光
章

　
平
成
27
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

の
受
章
者
と
し
て
、
北
秋
田
市
か
ら
４
人
の
方
々
が
、
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
大
綱
引
き
大
会・軽
ト
ラ
市（
銀
座
通
り
商
店
街
）

▽
東
地
区
防
災
体
験
会・研
修
会（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か

え
）▽
秋
田
県
総
合
政
策
審
議
会（
秋
田
市
）

▽
日
沿
道
期
成
同
盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動（
秋
田
市
）

▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲・鷹
巣
道
路
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
産
業
祭・さ
き
が
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
北
秋
田
市（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
東
北
市
長
会
役
員
会・総
会（
十
和
田
市
）

▽
米
代
川
水
系
河
川
整
備
学
識
者
懇
談
会（
能
代
河
川
国
道
事
務
所
）

▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
功
労
賞
及
び
奨
励
賞
授
与
式（
文
化
会
館
）

▽
下
杉
集
落
市
長
と
語
る
会（
下
杉
集
会
施
設
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会・総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
駅
横
屋
台
ま
つ
り（
鷹
巣
駅
前
Ｄ
ａ
ｙ
・愛・ひ
ろ
ば
）

▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会
館
）

▽
前
野
自
治
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会（
前
野
会
館
）

▽
平
成
27
年
第
２
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
秋
田
県
文

化
功
労
者
・地
方
自
治
功
労
者
表
彰
式（
秋
田
市
）

▽
大
曲
・
鷹
巣
道
路
並
び
に
国
道
46
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

要
望
活
動（
秋
田
市
）▽
秋
田
県・市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田

市
）▽
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
） 

▽
全
国
市
長
会
行
政
委
員
会・市
長
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
）

▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

▽
国
会
議
員
要
望（
東
京
都
）▽
林
野
庁
要
望（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
農
政
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大
会（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田
市
体
育
協
会
創

立
10
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
女
性
部
大
会
並
び
に
家
の
光
大
会（
中
央
公
民
館
）▽
岩

本
俊
悦
氏
秋
田
県
文
化
功
労
者
表
彰
受
章
を
祝
う
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

10
月
17
日（
土
）

19
日（
月
）

20
日（
火
）

21
日（
水
）

24
日（
土
）

28
日（
水
）

29
日（
木
）

31
日（
土
）

11
月
１
日（
日
）

　
　
２
日（
月
）

４
日（
水
）

６
日（
金
）

7
日（
土
）

８
日（
日
）

９
日（
月
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

12
日（
木
）

13
日（
金
）

14
日（
土
）

15
日（
日
）

　
昭
和
38
年
か
ら
41
年
間
、
警
察
業
務
に

精
励
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
38
年
に
高
校
を
卒
業
し
秋
田
県
警

に
採
用
と
な
り
、
秋
田
署
を
皮
切
り
に
、

花
輪
、
鹿
角
、
大
館
、
能
代
、
森
吉
署
な

ど
に
勤
務
。
地
域
、
捜
査
、
警
務
な
ど
を

担
当
し
、
平
成
16
年
３
月
に
森
吉
署
で
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
地
域
の
協
力
が
何
よ
り
も

重
要
と
考
え
、
常
に
住
民
と
の
対
話
を
大

切
に
し
、
情
報
収
集
で
は
、「
誠
意
を
尽

く
す
こ
と
」
を
心
が
け
職
務
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。思
い
出
深
い
こ
と
と
し
て「
日

本
海
中
部
地
震
で
、
１
か
月
以
上
に
わ
た

り
捜
索
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
た
い
へ
ん
感
激
し
て

い
ま
す
。
身
に
余
る
光
栄
で
す
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
か
ら
約
38
年
間
、
消
防
団
員

と
し
て
消
防
業
務
に
使
命
感
を
持
っ
て
従

事
し
、
地
域
消
防
や
防
災
活
動
の
充
実
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
44
年
１
月
に
旧
森
吉
町
消
防
団
に

入
団
し
、
63
年
班
長
、
平
成
４
年
部
長
、

14
年
副
分
団
長
、
15
年
分
団
長
、
16
年
副

団
長
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
17
年
３
月
に

市
消
防
団
森
吉
支
団
長
に
就
任
し
、
19
年

３
月
ま
で
務
め
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
自
ら
率
先
し
て
任
に
あ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
幹
部
と
し
て

火
災
予
防
の
啓
発
、
団
員
の
教
育
訓
練
に

も
励
ま
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
な
章
を
い

た
だ
け
た
の
は
、地
域
、家
族
、先
輩
、同
僚
、

後
輩
の
お
か
げ
。
感
謝
し
た
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
か
ら
約
34
年
間
、
消
防
団
員

と
し
て
消
防
業
務
に
使
命
感
を
持
っ
て
従

事
し
、
地
域
消
防
や
防
災
活
動
の
充
実
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
１
月
に
旧
合
川
町
消
防
団
に

入
団
し
、
48
年
班
長
、
55
年
部
長
、
平
成

２
年
副
分
団
長
、
８
年
分
団
長
、
11
年
12

月
か
ら
13
年
11
月
ま
で
は
団
長
を
務
め
ま

し
た
。

　
在
任
中
は
、
豊
か
な
消
防
知
識
と
経
験

を
生
か
し
て
部
下
の
育
成
と
親
和
に
努
め
、

消
防
人
と
し
て
の
使
命
達
成
の
た
め
、
自

ら
率
先
し
て
任
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
団
幹
部
と
し
て
火
災
予
防
の
啓
発
、

団
員
の
教
育
訓
練
に
も
励
ま
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
活
動
を
振
り
返
り
「
団
長
を
務

め
た
２
年
間
、
合
川
で
火
災
が
な
か
っ
た

こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、「
受
章
は
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た

お
か
げ
で
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
か
ら
22
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
旧
鷹
巣
町
及
び
北
秋
田
市
議
会
議
員
を

務
め
、
将
来
展
望
に
基
づ
く
町
・
市
の
振

興
に
尽
力
し
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
４
月
に
鷹
巣
町
議
会
議
員
に

初
当
選
以
来
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
連
続

７
期
在
職
し
、
こ
の
間
、
町
議
会
選
出
の

監
査
委
員
、
町
議
会
議
長
、
市
議
会
広
報

公
聴
特
別
委
員
長
、
市
議
会
運
営
委
員
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
鷹
巣

町
議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
た
平
成
12
年
４

月
か
ら
15
年
６
月
ま
で
は
、
町
政
と
議
会

の
調
整
役
と
し
て
奔
走
し
、
円
滑
な
議
会

運
営
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
ま
さ
か
自
分
が
も
ら

え
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

も
地
域
を
は
じ
め
、
支
え
て
く
れ
た
方
々

の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。

（糠沢・74歳）
－地方自治功労－

－警察功労－

（松栄・71歳）
加賀良雄さん

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

危険業務従事者

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章
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